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第 1章 問題 と目的
第 1節 知的障害者の地域生活の実態
近年,わが国における知的障害者 を取 り巻 く状況は,新たな法律 0制
度・制定に始ま り地域における人的な整備 に至 るまで急速に変化 しつつ
ある 1)。 障害者基本法 (2011)2)において,「全て障害者は,可能 な限
り,どこで誰 と生活す るかについての選択の機会が確保 され,地域社会
において他の人々と共生することが妨げ られないこと」 と提起 された。
障害者 白書 (2013)3)の調査によると,在宅の知的障害 (児)者は ,
41.9万人 とされてお り,年々 増力日の傾 向がある。また,住まいの形態
としては,従来の入所施設か親元か といつた二者択一ではな く,グルー
プホームやケアホーム,単身生活 といつた多様な生活の場の広が りがみ
られ るよ うになつている。このように,知的障害者が地域社会で暮 らす
ことは広ま りつつある。
しか し,きょうされん (2012)4)「障害のある人 の地域生活実態調
査最終報告」によると収入によつて,暮らしに差があることが明 らかに
なった。収入 と「休 日の過 ごし方」「休 日誰 と過 ごしているか」の関係
か ら,収入の増加に伴い 「趣味」「友達 と過 ごす」 と答 える人の割合が
増加 している。収入が増えるに従って,家族に支えて もらい,自らの選





施設か ら地域へ とい う流れの中で矢目的障害者の暮 らしの向上は,グル
ープホームやケアホーム・入所施設 0家族同居 など場の問題 として語 ら
れがちである。しか し,地域生活 を考えてい くうえで住まいの形態だけ
でなく休 日,つま り余暇の過 ごし方にも目を向けてい くことが求められ
ているといえる。武蔵・水内 (2009)5)は,知的障害者の生活の質を
向上 させ る点か らも,生涯にわたる学習 0余暇支援,特に地域参加 と余
暇活用に関する支援が求められていると指摘 している。
現代社会において人の生活は,仕事 と生活によつて成 り立っている。






を得 る,②自分 らしさの追求や 自己実現をする,③働 くことを通 じて他





活の質 (QOL)を考えてい くうえで,場の支援や個人の能力 を高めるだ
けでな く,学習・余暇支援 といつた部分にも目を向けていかなければな




労は障害のある人 もない人 も同様であ り,およそ人生の半分以上の時間
を社会人 として過 ごしている。社会人の生活時間を考えると 1日24時
間の うち労働時間が 8時間であ り,それ以外は睡眠や生活・余暇 として ,
それぞれ 自分の置かれている環境や状態等に合わせ た過 ごし方が求め
られている 9)。
就労 と余暇 (学び)の考え方 として宮本・大野 (1996)1°)は,余
暇は,労働・仕事 0作業等 と対立す るものであるが,人間が生きていく
うえで,働く側面 と余暇の側面があ り,これ らをどのようにバランスよ
く調和 させてい くのかが大切な問題 となつて くる。また,青年期の学び
は,自分を解放できる場・集団・機会 というた意義があ り,安心 して話
し合い支える仲間の存在,信頼関係が仲間の中で影響力・育 ち合いの力
となっている。また,働く青年に とつては毎 日の困難 な生活 を乗 り越え
るバネ,心の支えとなる取 り組みにな り,在宅者にとっては,日常生活
に広が りと活力を与える契機 となると述べている11)`
このょ ぅに,余暇 と労働は,対立す るものとして捉 えられがちだが ,
充実 した余暇は,明日の生活(仕事)の活動源につながってい くと考えら
れる。余暇活動の充実を図るためには,単に外出できるよ うに環境整備




第 3節 高等部卒業後の学習を支 える機 関
従来か ら,高等部卒業後の学習を支える機関 として,障害者青年学級 ,
専攻科,大学の組織 として行われ るオープンカ レッジ等,様々 な実践が












が設置 された。専攻科が設立 された背景 として,人間関係や社会性を身
につけて巣立ってい くためには,高等部 3年間はあま りにも短い。その
ような窮屈ななかで,無理や りに就職 させてみたものの,結局 うまくい




表 1‐1専攻 科 の 設 置 状 況 16)
特別支援学校名 所在地 設 置年 度
私 立 いず み養護 学校 宮城 県 1969年
私 立 光の村養護学校土佐 自然学園 高知 県 1975年
私 立 旭出特別支援学校 東京都 1981左「
私 立 聖坂養護学校 神奈 川 県 1985年
NPO法人 見晴 台 学 園 愛知 県 1990年
私 立 若葉養護学校 群馬 県 1994年
私 立 特別支援学校聖母の家学園 二重 県 1995年
私 立 三愛学舎特別支援学校 岩 手 県 1996年
私 立 鹿児島城西高校 鹿児 島県 1999年
国 立 鳥取 大 学 附属特別 支援 学校 鳥取 県 2006年
私 立 光の村養護学校秩父 自然学園 埼 玉 県 2008年
(3)オープンカ レッジ
オープンカ レッジとは,大学職員・学生ボランティアなどの大学資源














県 田辺市に『 たなかの社・フォ レスクール』が開設 された。開設 された
背景 として小畑(2011)22)は,専攻科設置を求める運動が各地で行われ
ているが,現状 として全国で 9校しか設置 されていない。また,「オー
プンカ レッジ」「大学公開講座」の取 り組みも広がってい るが,大学の
ある都市部に偏っている。自立訓練 (生活訓練)事業 を活用 した学びの
場の取 り組みは,そうした中での緊急対策 として学ぶ機会 を作 り出す取
組みであるといえる。表 1‐2は,現在の 自立訓練(生活訓練)事業 を活用
した学びの場の設置状況である。
表 1‐2自立 訓練 事 業 を活 用 した学 び の場 の設 置状 況 23)
2008年和歌山 ふたば福社会たなかの社 「フォ レスクール」
2009年和歌山 社会福祉法人一麦会はぐるま共同作業所 「結い」
2010`手和歌 山 きの か わ福社 会 きのか わ共 同作 業所 「シ ャイ ン」
2010年和 歌 山 ひ まわ り福社 会 ひ ま わ り作業所 「ラ ?ポル テ 」
2011年岡 山 NPO法人 か がや きの社 「ジ ョイ」
2011年兵 庫 株 式会社 「エ コー ルKOBE」
2011年北海 道 財 団法人 「チ ャ レンジキ ャ ンパ ス さっぽ ろ」
2011年和歌 山 社 会福 祉 法 人熊 野 緑 会 な ぎの き作業所 「ステ ップ」
2011年京都  社会福祉法人与謝の福社会すまいる 「きらり」
2012年大阪  NPO法人大阪障害者支援センター 「ぽぽろスクエア」
2012年京 都 NPO法人 「プ エ ル タ」
2012年福岡 株式会社パー トナー来夢 「カレッジ福岡」
2012`手和歌山 社会福祉法人 「一峰会」あすなろ作業所 「ステ ップ」
2012年岡 山 発達障害児学習塾開設
2013年奈良 一般社団法人みや こいち福社会 「ジョイアススクールつなぎ」
2013年長崎  株 式会 社 パ ー トナ ー 来夢 「カ レ ッジな が さき」
第 4節 自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場の設立背景
憲法第 26条「すべて国民は,法律の定めるところによ り,その能力
に応 じて,ひとしく教育を受ける権利 を有す る」,1947年・教育基本法
第 3条「すべて国民は,ひとしく,その能力に応ず る教育を受ける機会
を与え られなければならない」と教育権の無差別平等を定めてい る。ま
た,障害のある場合 「就学スル コ ト能ハズ」(小学校令第 33条)と就学
免除に してきた戦前に比べ,戦後の新学制が盲・聾・養護学校を制度化
し,障害のある子 どもを義務教育にしたのは画期的であった。盲・聾学
校は 1948年度か ら学年進行で実施 されたが,養護学校はその後 32年
にわたって義務制の実施が延期 された 24)。その後 1979年4月養護学





そ していま,大学全入 と言われ る時代が到来 し,高等部卒業後 の進路
問題が浮上 している。知的障害者 の高等部卒業後における学びの場が必
要であ り,それ らを求める運動が各地で行われてい る。しか し,高等部
卒業後の現状 として,多くの知的障害者には就労 (福祉就労)か福祉施
設の二者択一の選択肢 しか用意 されてお らず,高等部卒業後の進路保障
が課題である。知的障害者の生活全般に 目を向け,生活の質の向上 とい
った視点か らの学びの場の保障が求められている。そ うした中で,和歌
山県で始まった 自立訓練 (生活訓練)事業の学びの場の取 り組みは,な
にごとも意欲的・積極的に自信 をもつて取 り組める 「自立 した社会人」
を育てるために,2年間の 自立訓練事業を通 じて,地域生活や就労移行
につなげる26)ための活動を展開 している。
第 5節 研究の 目的
多 くの知的障害者の生活は,労働 を軸に生活が営まれているが,就労
現場 の実態 として職業不適応やス トレスによ り離職や退職 に至 って し
ま うケースが多い ことが問題視 されている。知和 ら (2010)27)は,
就労を実現するだけでなく就労を継続 し,定着 させていくためには,「知
的障害者の就労後の生活をいかに充実 させてい くか」の支援が求 められ
ていると述べている。第 2節でみたように,余暇は独立 して生活 を構成
する要素であ り,労働 とのバランスにおいて活動源の再生に寄与する重
要な役割を担っているといえ,余暇活動を充実 させ ることが知的障害者
の生活の質の向上につながってい くと考えられ る。また郷 間 0藤川 0所
(2007)28)は,知的障害者 自身 も余暇活動 についての知識を得,具
体的な余暇の過 ごし方を学習す る,レジャーエデュケーシ ョンの必要性
を指摘 している。
従来か ら,知的障害者の学校卒業後の学習を支える柱 として,障害者
青年学級・専攻科・オープンカ レッジが設置 されてきた。そ して,最近
では,新しい取 り組み として「自立訓練 (生活訓練)事業 を活用 した学




業を活用 した学びの場の活動実態の調査を通 じて,障害者 の生活 の向上
にどのような変化を与えているのかについて検討 し,自立訓練 (生活訓
練)事業を活用 した学びの場の意義 と今後の課題を明 らかにする。さら












































































































































































A B C D E F G H I J K L M N 0 計
常勤 10 4 2 2 2 144 10 2 5 3 7 1 2 3 71
非常勤 10 1 3 8 131 1 3 7 1 2 50












































材費 (調理食材, 陶芸粘土)」 H「旅行積立金5000円,調理実習費実費,キャ
ンプ費実費,選択講義の費用 (外部講師,材料費)2500円,部活動 (サッカー
音6)(部員のみ)2000円」I「旅行積立金, 1か月3000円,臨時集金 (合宿実































































A B C D E F G H I 」 K L M N 0 計
男 8 7 3 13 6 1 4 21 6 16 12 10 4 2 5 118
女 3 9 3 3 2 3 7 11 5 8 4 4 3 65















A B C D E F G H
?
? J K L M N 0 計
10代2 5 3 13 3 1 7 27 4 149 11 3 1 4 107
20イt 8 11 3 3 5 2 4 5 7 9 7 3 1 2 1 71
30代3 ?? 1 2 7
計 13 166 16 8 4 11 32 11 24 16 14 4 5 5 185
表 2‐7在籍者の障害種 (重複可)
A B C D E F G H
?





肢体不自由 1 3 2 1 8
知的障害 7 16 5 14 8 4 11 32 1023 16 7 4 5 1 163
発達障害 5 1 1 3 1 20 2 2 14 2 1 4 56
精神障害 2 1 1 2 6












A B C D E F G H
?
? J K L M N O 計
AOAl6 2 6 ?? 5 4 4 5 1 34
A2 7 ?? 4 1 13
Bl 1 4 3 6 2 2 4 14 2 14 10 1 3 1 4 71
B2 3 3 9 1 2 14 8 5 8 4 1 58
計 7 16 6 16 8 4 11 32 10 23 15 14 4 5 5 176
表 2‐9身体障害者手帳
A B C D E F G H
?
? J K L M N O 計
1級 1 1 1 ?? 4
2級 1 1 1 1 4





計 1 1 0 1 2 0 2 3 0 1 1 0 0 0 1 13
?
?
(5)入学前 (入所前)と入学後 (入所後)の変化 (3つ選択)














































































































































でのお菓子づくり。販売 (寄宿舎研究会場にて,2回)」 I「模擬体験 (喫茶ア
ンカフェのとりくみ)ほぼ一日 (2回開店)」 J「『進路』(月2回)」 であつた。
スポーツ・自然体験の内訳は,G「歩くスキー,畑仕事 (野菜の苗の植え付





































D ・外部講師を迎え,平和学習や情操教育にもとりくんでいる。 (オペ ラ鑑
聾l etc。)


















































A B C D E F G H I 」 K L M N 0 計
施設の職員 1 1 1 2 3 2 1 1 1 1 1 1 2 1 19
地域住民 4 3 1 3 3 3 3 20
外部講師 2 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 1 2 25
保護者 3 3
計 10 3 3 6 6 3 6 6 3 6 3 6 3 0 3 67
28
(3)卒業後 (修了後)の進路














A B C D E F G H J K L M N 0 計
一般就労 2 2 4
福祉就労
?
? 2 3 1 1 1 2 1 12
協同作業所 3 1 1 1 3 9
訓練施設 3 1 4
生活施設 4 4 8























































































































































































































































































































































































のが分か りますか?」 と問いかけ,スライ ドに怖い人 (イラス ト)がTlに近づ
く様子を提示する。その際にAが「ビビる」と発言 し,Tlは「ビビる。 ビビ
ッて,離れちゃうよね。」とAの言葉を捉え行動を明確化する。 しかし事例 1
では,一部の学生 しか反応を示 していなかつた。次に,「電車で空席 (ばか り)





































































































日 程 :2013年7月1日 (月)










































































日 程 :2013年9月2日 (月)











日 程 :2013年9月2日 (月|)
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日 程 :2013年9月2日 (月)


















講座名 :食べる事は,大切 (栄養,カロリー )































































































第 1節 自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場のカ リキュ
ラム
自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場では,主に衣 0食・住・
健康 0経済・余暇・就労 。その他に関す る取 り組みが行われてい る。つ
ま り,利用者の 日常生活全般に関わることから余暇・就労な ど今後社会
に出た後に必要 となって くるスキルについて も幅広 く学んでい ること
が分かる。
就労に関す る内容 (調査 I,表2-11)では,喫茶店販売を通 じて ,
C「買い物,デザー ト作 り,コミュニケーシ ョン,食器洗い,洗濯」F
「接待やお金の計算力」を身につけているとい う記述があった。 また ,
(調査 Ⅱ)では,人との適切な距離 (パー ソナルスペース)や化粧 (女
性)について学んでいる。上述のことか ら,「働 く」 ことに関連 した取
組を通 じて,コミュニケーションや身だ しなみなど社会生活 を送 る うえ
で必要 となつて くる力 (スキル)について就労 と関連 させて取 り組まれ
ている。また,自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場で取 り組
まれている内容は,職業訓練校の様に作業の効率をア ップ させるといつ
た技術 を身に付 けさせ る場ではない。む しろ,様々 な就労に関す る講座
や体験活動 を通 じ,利用者 自身の「働 く」意識 を育てること,自分 自身
で進路 を選択す る力を育てる事業であるといえる。
また,就労だけでなく,余暇に関する取 り組みも行われている。この
ことは,B「講師 さんに来て頂き,プログラムを行 う。ジャズダンス ,
陶芸,音楽療法,フラワーア レンジメン ト。」(調査 I,表2-11)とい
う記述か らも明 らかである。余暇に関す る取 り組みは,各施設多岐に渡
つてお り,個人で行 うものか ら集団で行 うものまで様 々である。活動を
通 じて,利用者 自身が余 1隈を楽 しむ力が養われている。余暇 を自分 自身
で作 り出す力を身につけることは,今後の社会生活を豊かに してい くた




さらに,自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場の特徴 として
0「絶対的に決まっているあた りまえの上限,線引きと言 うものが在 り
ます。例 えば,予算 0時間・場所など,入学当初はこれ らの情報をこち
らか ら提示 しますが,少しずつ段階的に良い意味での『 丸投 げ』を増や
していきます。」(調査 I,表2-10)とい う記述に見 られるよ うに,日々
の活動の中で話 し合いや 自己選択・自己決定の場が重視 されてい ること
が挙げ られ る。同様の記述は,他の機関か らも寄せ られてお り,この点
を充実 させてい くことが期待 されている。
以上のことか ら,自立訓練 (生活司1練)事業を活用 した学びの場では ,
学校のように知識 を教 える場ではなく,実生活 に結び付いた学びの場で
あ り,就労に関連 したスキルや 自ら余暇を楽 しむスキル,その他の実生
活 を送 る うえで必要 となるスキルに関す る取組が行われている。
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第 2節 利用者 にとつての自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの
場




また,調査 Ⅱでは,①折 り合いをつける② 自分で考えて行動す るとい
つた場面が見受 けられた。1つ目の 「折 り合いをつける」では,自治会
活動の中で「土曜登校 を 2グループに分けてほ しい」とい う意見の際に ,
金銭面か ら2つに分けることが難 しいとい う意見が多 く話 し合いは難
航 していた。支援者が分けることによるメリッ トは何かな?と学生に尋
ねた際に,Iが選べる自由性だ と答 えたのを契機に周囲の学生の考え方
が変わる。お金がかかるか ら難 しいと述べていた Fも「それがなかつ
た ら終わ りやな」A「無理かもしれませんが,2つとい うことも一応不
可能ではないかな」 とい うように Iの発言を受 け,F・Aの考え方が変
わつている。その後の発言でもAは「ただ,難しいだけだ とちょつと




的に発言 している場面がみ られた。野外活動の 日程や 当日の行動 を自治
会で確認 している際に,Aが班を代表 しTlに相談 している。Aの班は ,
当 日の集合場所が施設の最寄 り駅ではなく,現地集合 になつたため同じ
グループの人に確認のためにお知 らせ をしてもいいか とTlに尋ねる。
それに対 し,Tlはいいです よと述べ,Aは礼を述べている会話である。
その他の授業の会話記録においても,支援者が利用者 に対 して「否定/
指示」す る場面はあま り見受けられず利用者の活動を見守ってい るとい
う様子であつた。利用者にとつて,自己選択 0自己決定 し行動す るとい
う経験は,おそ らく今まで少なかったと思われ る。自己選択・自己決定
58
することにより,失敗 も成功 も同 じぐらいにす るが,その経験は支援者
に与えられた受 け身の学びでは得 られない達成感や充実感が得 られる
のではないだろ うか。もちろん,利用者主体 といっても方向性や不可能
なことに関 しては,その都度支援者が間に入 り,軌道修正を行 う必要が
ある。
こうした内面的諸力の形成・育成の必要性について,当事者 0保護者
はどう捉 えているのであろうか。本研究で対象 とした Q施設ではない施
設の利用者 と特別支援学校専攻科の保護者の感想が紹介 された資料が
あつてので少 し長いが以下に引用 してい くことにす る。
【当事者の声】
私は,3年前に養護学校 を卒業 し,いまは,作業所で働 きなが ら,週
に 1回ポポロのヤングクラスに通つています。高等部 を卒業 して作業所
に行ってがんばろ うと思っていたけれ ど,自分が何をしたいのか分から
なくて,お休みの 日も,どこに行つた らいいのかわか らな くて,何か違
う,こんなんでいいのかな?とすっきりしなくて,ヤンクラに通い始め
ま した。 (中略)作業所に行って,何か違 う…こんなんでいいのかな?
とすつき りしなかったのは,もつと勉強 していろいろ知 りたいことがい
つぱいある,もつと自分を知って 自分を好きになりたい,自分の ことは




かなか「働 く」とい う気持ちになれず,何に対 しても「わからない ,
わか らない」と逃げて しま う自分を変えたいと,専攻科への進学を
決めま した。現在,親か ら離れて大阪市内も通勤寮で生活 していま
すが,自己決定す る力が少 しずつついてきたことや,友達や周 りの
B:
人 との関わ り方においても柔軟に 自分 をコン トロール できるよう
になったのは,専攻科で先生や仲間 とつちかつた 2年間の経験があ
つたか らだ と確信 しています。
仲間 と楽 しみ,いろんなことを経験できる学生生活がもつと過 ごせ
た ら…。それが専攻科への進学を希望 した大きな理由で した。や し
ま学園の専攻科での 2年間は本当に短いもので したが,その 2年間
を楽 しく過 ごせただけでも充分,行つたかいがあった と思つていま




る,青年時代で しか味わえないような楽 しい経験 をもつ といつぱい
させてあげたい」 とい う思いがふ くらみ,「専攻科を考 える会」で
活動を始めました。息子 も一緒に参加する中で,自然に専攻科へ行
くことを決めや しま学園の専攻科に入学 しました。バス と電車を乗
り継いでの通学,みんなで話 し合って決める文化祭や卒業旅行など ,
自分で考え実行す る機会が増 え社会性が広が りま した 30)。
以上の記述か らも分かるように,青年期の学びの場 を通 じて自己決定
す る力,コミュニケーシ ョンカ,自分で考え行動す る力な どの自己の内
面的変化を促す ことが示唆 された。さらに,専攻科で学んだスキルや仲
間との繋が りは,専攻科終了後も本人が生活 してい く上での力になって
いる。このように挙げられている特徴は,Q施設の参与観察でも見 られ
たことであ り,高等部卒業後の学び (余暇)の場の重要性について示さ
れた。また,保護者の声か らも分かるよ うに専攻科で も柔軟 なカ リキュ
ラムが展開されていることが確認できた。このことか ら,自立訓練 (生




第 3節 自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場を支 える支援者
支援者の現有資格 (調査 I,図2-2)は,教員免許 (14施設),介
護福祉士 (6施設),社会福祉士・精神保健福祉士 (3施設)等の免許を
所有 しているとの回答が示 された。また,様々 な分野に特化 した専門性
を持った支援者が配置 されていることはもちろんのことであるが,支援
者側の姿勢 (考え方)も利用者の学びを支える大きな役割を果た してい
る。自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場を創設 した第一人者
である小畑 (2011)31)は,実践 (学校)を通 じて①青年が求めるもの
を教育内容に,②集団 と連帯 と感動を大切に,③自己肯定感 を持てるよ
うに,④失敗 して考える力を,'⑤友達を通 して 自分を観 る,⑥自己選択
の力を,⑦主体性 を育てるをキー ワー ドに障害者の学びを支援 している
と述べている。今回の調査でも,調査 I(表2-15)D「自分の持つて
いる能力に過信す ることなく,利用者 とどれだけ向き合い考 えや思いを
どんな形で表現できるよ うにす るか。支援者が指針 を出すのではなく,
利用者 の考えをひきだせ る状況づ くりがいかにできるか。そ して,それ
をどう受け止めることができるのかではないか と思います。」とい う意
見が得 られた。
調査 Ⅱでは,①利用者に考えさせ る,②利用者 自身が自己選択・自己
決定す るように促す といつた特徴がみ られた。1つ目の「利用者 に考え
させ る」では,青春講座で人 との距離について勉強す る際に,話す内容
に関連 させ 2人の距離が定まって くることを理解 させ ようとしている。
2つ日の 「利用者 自身が 自己選択・ 自己決定する」では,専攻科の
集い (全体活動のプログラム内容)についてである。話 し合いの中で ,
150人以上が楽 しめるプログラムについての話 し合いの際に,非現実的
な提案 を除いて,実質的なレベルでの話 し合いが行われるよ うに導いて
いる。
上述のことか ら,利用者の答えが出てから批判0否定するのではなく ,
選択肢の中か ら考えを展開させ るように助言を行っている。つま り,選




てい くための方策を示す ことがポイン トといえる。
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第 4節 自立訓練 (生活 訓練)事業 を活 用 した学 び の場 の意 義 と今 後 の
課題
自立訓練(生活訓練)事業を活用 した学びの場の第一人者の榎本(2011)
32)は,「フォ レスクールで身につける『働 く』ための力 とは, 日に見
えるスキルアップではあ りません。その前に,青春を大いに楽 しみ,仲
間 との関わ りの中で 自分を見つけ,新しい 自分をつ くってい くとい う,
内面を豊かにし,次へ とつなげてい く橋渡 しの役割 を担っている。」と
述べている。
自立訓練(生活訓練)事業を活用 した学びの場は,今後の人生を送 る中
で必要 とされ る,就労 と向き合 う力や余 1限を含 めて豊かな人生を送 るた
めに必要 となるスキルを学ぶ場であるといえる。本研究を通 じて,自立
訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場では,障害者が 自分の思いや
意見を表現する力,人の接 し方など,日に見えない力を伸ばす支援が行
われていることが実証 された。このことか ら自立訓練 (生活訓練)事業
を活用 した学びの場は,障害者が生きてい くためのスキルを育てるだけ
でなく,内面を豊かにす るうえでも非常に意義があると考 えられ る。
その一方で,事業所の課題 として「進路選択」「財政面」「制度基盤面
等の安定性」(調査 I,図2-7)の課題が挙げ られている。まず 1つ目
の 「進路選択」では,2年目04年目卒業後 (修了後)の進路を課題に
挙げている。自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場 は,高等部
卒業後の受け皿であ り,次へのステ ップア ップヘ繋げて行 く橋渡 しの機
能が求められている。自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場を
卒業後 (修了後),利用者 自身が どういった就職先に進むのか,2年間 0








人に入 る報酬は,年間 1200万円で経営はギ リギリである 33)。施設ヘ
の増額はないが,職員 を確保するための人件費は,毎年値上が りしてい
く。そのため,経営は年を追 うごとに圧迫 されていることが予想 される。
3つ目の 「制度基盤面の安定性」では,福祉制度の事業で行われてい
るため,事業廃止への不安や教育制度に比べると事業費が低い34)とぃ
つた課題が存在す る。そ ういつたなかで,教育の枠組みのなかで 「専攻
科」を実現する課題 も意識 され始めている。現在設置 されている専攻科
の取 り組み内容 は,卒業後の地域生活 も視野に入れ,集団生活を中心に
自分の趣味や余暇を充実 させ る講座や,集団生活を学ぶ授業 を中心に据
えている35)。上述のように専攻科で取 り組まれている内容は,小・中・
高に比べ,現在の福祉事業で取 り組まれている内容 と同等に柔軟なカ リ
キュラムが組まれている。そのため,福祉事業で取 り組まれてい る内容
を教育の枠組み (専攻科)で行 うことにより,上記の制度基盤面等の安
定性や財政面の不安は払拭 される。しか し,小畑 (2011)36)は,特別
支援学校が現在職業訓練校化 している点を挙げ,このような現状のもと
で,たとえ専攻科が設置 されても,就職 を目指 した教育内容 になってし
ま うことが危惧 されると指摘 している。そのため,二概に自立訓練 (生
活訓練)事業を活用 した学びの場の取 り組みを教育制度に切 り替えるこ
とは,現在は難 しい と思われる。青年期の学びを支える重要 な機 関とし
て,今後慎重に議論 されていかねばならない課題である。
以上の意義 と課題を踏まえ,自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学
びの場の今後の方向性を考察することで,本研究を閉 じたい。保護者の




活訓練)事業を活用 した学びの場の意義や重要性が世間に広 く理解 され
受け入れ られるよう,今後 自立訓練(生活訓練)事業を活用 した学びの場
の取 り組み内容や成果を社会に広めてい く必要性がある。そ して,社会
の中で障害者 も学ぶ環境が当た り前のこととな り,一つの選択肢 として
位置づけられることが望まれる。







































































































































A 常勤  [    人]






















C( )自分らしく生きる (自己認識、障害理解、コミュニケー ション、男女交際等)
D( )社会参加する (情報、外出、働く、余暇、社会参加等)













[男性    人 女1生
間2 在籍しておられる方の年齢について記入して下さい。
A 10代 [    人]
B 20代 [     人]

























AまたはAl[     人]
A2    [     人]
Bl    [    人]
B2     [     人]
<身体障害者手帳>
1級[    人]
2級[    人]
3級[    人]
4級[    人]
5級[ ~  人]
6級[    人]
7級[    人]







































A 施設の職員 (   )
B 地域住民  (  )
C 外部講師  (   )











































































































































































































































































A「仲良し」       ′
A「えつ」























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に張り付けました。枚数制限はありません、10分以内だったら何枚でも大丈夫で九 0 ワヾー ポイントの画
面を見せる)ここに文字が打ち込んでありますが、本当は自紙です。だから、自分達で打ち込まないといけ











































































































































































































































































































































































































































































































































つて観  (沈黙)よく分からないよ力礼 K君知つている?」
ビタミンって知っている?
Tl「みかんにビタミンCが入つているかもしれないけど、
じやあそのビタミンCつてなんやろ?」
Tl「病気から守つてくれるために必要。じゃあ、タンパク
質はなんで必要?」
Tl「あ―筋肉とか、他にも色々あるんかな?なんか、よく聞
いたことあるけど何のためのものかよくわからないで
す力、 ぼんやりしていません力、 それをちょつと勉強
して、食べること、脂質やタンパク質、脂肪などその
辺をちょっともう一度学び直して、いま自分の身体が
どうなっているのかというのをちょつと調べられたら
なと思つています。いいですかね。そのために勉強用
のプリントを作つています。今から、画像や言葉が色々
出てきます。その中にプリントの答えが出てきますか
ら、それをみんなで確認しながらプリント完成させて
いきましょう力、 まず、プリントをもらつたら名前を
書いてください。 (パー ワーポイントが見えるかの確
認と名前の記入の硼 」
Tl「じゃあ、始めたいと思います。食べる事は、大切 (栄
養、カロリー )本日の題略はこれです。 (プリントに
題名を記入)みんなハンバーグは好きですカマ」
Tl「先生も好きです」
Tl「なんで?」
Tl「高等部でこんなカロリー とかの勉強したことある人?」
Tl「1回の食事にどれぐらい食バたらいいか分かりますか、
みなさん?」
Tl「じゃあ、三食のうち一食はどれくらい食べたらいい?
何カロリー 食べたらいいのかな?」
Tl「今日は、そこのあたりも勉強します」
Tl「このなかで、3大栄養素と言われるものがあります。
この中で3つ特に大切、これは間違いないというもの
が3つあります。何かな?」
Tl「タンパク質、ビタミンどうかな―」
Tl「どうかな。では、今から説明をします。特に大切なの
は、タンパク質・脂質 。炭水化物です。プリントに記
入したものに○をしといてくださしヽ 炭水化物○」
?
?
「栄養素」
「カルシウム」
K「カロリー 制限」
K「ダイエットしている人がカロリー 制限し
ている」
違う (学生がくちぐちに言う)
「カルシムが骨」
「ビタミンCってみかんと力」
「ビタミンは、病気から守つてくれる」
A「タンパク質はね多分、筋肉と力可
複数「はい。大好きです」
M「あんまり、好きじゃない」
M「太る」
A「あるような、ないような」
F「三食」
F「200とか300と力可
複数「ビタミン、タンパク質」
F 「llttFE」
F「1・203全部そうやで」
?
?
?
?
?
Tl「これは、特に大事です。これは、めっちゃ大事で覚え
てほしいです。これは、国の偉い人厚生労働省がこの
3つをひっくるめて3大栄養素と呼びましょうという
ことにしています。それだけ、この3つは大切な栄養
素です。じゃあ、これをいつぱい食べたらいいのかな?」
Tl「どれくらい?」
Tl「なんで?」
Tl「じゃあ、タンパク質つていうのは、なんやろ?F君(無
言)わからない」
Tl「F君タンパク質って何l何に入つている?」
Tl「あ―、最近サプリメントつて、薬から栄養をとりまし
ようというのもありますけど今日は、食事についてや
ります。例えば、野菜だったり、お肉だつたりそうい
う食事から摂りましょうというお話にしたいです。タ
ンパク質は、何に入つていると思いますカマM君ヒン
トは、前のスライドにあります。タンパク質は何に多
く含まれていますカマ」
Tl「そうです力礼 じゃあ、ちょつと確認をしましょう。 (前
のスライドにタンパク質が含まれている絵がのってい
る)タンパク質だけでできているわけではありません
が、多く含まれている食品というのは、2つに分かれ
ます。動物からできているタンパク質と植物からでき
ているタンパク質に分かれますもでは、これは研 」
Tl「そうです。もとは、大豆からできています」
Tl「これは作P」
Tl「これは?」
Tl「どつちも、同じたんぱく質だけど違うものです6豆ば
つかり食べるのもよくないし、肉ばつかり食べるのも
よくないそうです」
Tl「うん。3食豆腐ばらかりはあかんよ力乳 じゃあ、タン
パク質は、主に何をしてくれるんやっけ?体の中で?」
Tl「それでは、確認してみましょう力、 タンパク質つてい
うのは、プリントの④番ですよ。④番の ( )の中に
タンパク質は、体をつくる栄養素」
Tl「そう、からだをつくる栄養素。からだの中で燃えて体
を動かすエネルギーになる栄養素です。じゃあ、みん
な燃えているのかな?ここをばかつと開けてみたら燃
えているのかな (お腹を指す)」
Tl「燃えるつていうのは、表現したら分かりやすいのでそ
うしているんです力、 実際に走ったら体温上がりませ
んカマ」
L「先生、そんなにいっぱい食べていたら太
るで」
L「全部アイス食べたら太るで」
L「分からへんけど太る」
F「スタミナ」
F「タンパク質ってなんかサプメントがある」
M「肉」
M「大豆、豆、豆腐」
L「豚肉、牛肉、卵」
L「牛乳」
M「チーズ、乳製品」
A「そうなんですカマ」
F「血液」
F「しんたいをつくる」
こわい (くちぐちに笑いが起こる)。
C「上がります」
「熱くなるよね。だから、燃えるつていう言い方をした
らわかりやすいですよれ いま、燃えているわつて分
かりやすいですよオ乳 そういう表現をしていますが、
実際にみなさんから火がぼ―つと燃えているわけでは
ありませんよね?走ったら、すごい汗をかきますよれ
体を動かすためには、この脂質つていうのが大事にな
つてきます。ちょっと、注意したのは少量で沢山のエ
ネルギーを発揮する特徴があります。もう一つ、エネ
ルギーになるということで、体温を保つ働きもありま
す。グリー ンランドつて知つていますカマ」
「ここが、日本です。 日本よりぐ―つと上に、この北極
に近いところにグリー ンランドがあります。雪と氷の
世界です。ず―つと凍つています。 (世界地図を広げ
て確認する)日本が、ここにあります。グリー ンラン
ドがここにありますb色が違うの分かりますカマ雪で凍
つているわけです。ここの人は、雪ということは、気
辛昆は?」
「そんな寒いところに住んでいる人は、体温を保つため
に脂質を多くとります。そういうところもあります」
複数「知らない」
(学生が 地球儀を先生に持つていく)
D「寒い」
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